


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図1地 方 自治体 ソーシャルサー ビス部機 構
地 方 自 治 体 議 会
非 大都市圏 カ ウンテ ィ,大 都市圏デ ィス トリク ト,ロ ン ドン ・バ ラ
ソー シャルサー ビス委 員会
ソー シ ャル サ ー ビ ス部 長
ソー シャルサー ビス部 次長
居住施設ケァおよび
デイ・ケア担当副部長
フ ィール ドワーク担 当
副 部 長
調査研究 ・開発























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































*こ れ らの 数 字 に は,他 の 諸 項 目 の 支 払
い が 含 ま れ て い る 。 そ れ ゆ え 直 接 に は
そ の 前 年 度 の も の と は,比 較 しえ な い 。
(資 料)HomeOffice,Departmentof
HealthandSocialSecurity,Health
andPersonalSocialServiceStatistics
forEngland
(出 所)MichaelP.Jackson&B.
MichaelValencia,FinancialAid
ThroughSocialdWork,Routledge
&KeganPaul1979.p.17,20.
準
に
す
る
と
、
一
九
六
九
年
度
で
五
倍
強
、
一
九
七
一
年
度
で
は
一
〇
倍
に
迫
る
勢
い
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
ワ
ー
カ
ー
に
配
分
さ
れ
た
金
銭
的
援
助
総
額
は
、
一
九
六
五
i
六
六
年
で
二
六
万
七
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
が
、
七
六
ー
　
　
　
七
七
年
で
は
四
三
〇
万
ポ
ン
ド
に
ま
で
増
加
し
て
い
っ
た
。
ヘ
イ
ウ
ッ
ド
Q
°
ω
゜
H
e
y
w
o
o
d
)
と
ア
レ
ン
(
じσ
゜
国
゜
A
lle
n
)
6
`
調
査
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
、
北
西
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
の
二
つ
の
バ
ラ
と
二
つ
の
カ
ウ
ン
テ
ィ
地
域
で
、
一
九
六
三
年
法
第
一
条
下
の
利
用
者
六
五
人
を
対
象
に
行
わ
れ
て
お
り
、
第
一
条
下
の
利
用
者
が
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
ー
現
金
給
付
、
現
物
給
付
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
ー
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ケ
ー
ス
ワ
 ー
ク
・
サ
ー
ビ
ス
が
他
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
上
回
っ
て
い
る
地
域
は
な
く
、
調
査
対
象
者
の
全
て
を
三
グ
ル
ー
プ
か
ら
み
て
み
る
と
、
各
々
の
グ
ル
ー
プ
の
人
数
は
ほ
ぼ
等
し
く
な
っ
て
お
り
、
現
金
、
現
物
給
付
の
利
用
者
は
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
.
サ
ー
ビ
ス
の
二
倍
に
な
英
国
の
ソ
…
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
ク
の
施
策
と
問
題
点
一
〇
七
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
四
號
一
〇
八
っ
て
い
る
。
次
に
、
現
金
給
付
の
理
由
を
み
て
み
る
と
、
三
地
域
で
の
主
要
な
理
由
は
食
費
で
あ
る
。
残
り
の
地
域
で
多
い
理
由
は
家
　
り
　
賃
滞
納
で
食
費
は
次
に
く
る
。
ま
た
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
(
ζ
゜
℃
°
J
a
c
k
s
o
n
)
と
バ
レ
ン
シ
ア
(
¢口
」
≦
.
V
a
le
n
c
ia
)
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
当
初
第
一
条
下
の
現
金
給
付
の
か
な
り
の
部
分
が
食
費
、
衣
服
、
家
庭
内
必
需
品
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
最
近
で
は
、
燃
料
費
、
住
居
費
の
借
金
が
重
要
な
も
の
と
し
て
の
ぼ
っ
て
き
て
い
る
。
利
用
者
全
体
の
特
徴
と
し
て
は
、
国
家
給
付
の
受
給
者
が
六
三
劣
、
補
足
給
付
水
準
か
そ
れ
以
下
の
低
所
得
層
が
六
〇
劣
、
フ
ル
タ
イ
ム
雇
用
に
就
い
て
い
な
い
者
が
六
〇
駕
以
上
、
単
親
家
族
が
三
二
駕
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
先
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
別
で
み
て
み
る
と
、
現
金
給
付
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
補
足
給
付
水
準
か
そ
れ
以
下
の
貧
困
状
態
の
中
で
生
活
し
て
い
る
大
家
族
の
割
合
が
六
八
劣
と
最
も
高
い
。
現
物
給
付
の
グ
ル
ー
.フ
で
は
、
前
の
グ
ル
ー
プ
ほ
ど
で
は
な
い
が
依
然
と
し
て
貧
困
で
あ
る
。
通
常
そ
の
父
親
は
民
間
賃
貸
住
宅
に
住
む
熟
練
労
働
者
で
あ
る
点
で
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
平
均
し
て
よ
り
安
定
し
て
い
る
。
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
.
サ
ー
ビ
ス
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
補
足
給
付
水
準
か
そ
れ
以
下
の
家
族
の
割
合
は
三
六
劣
で
、
諸
給
　け
　
付
に
頼
る
家
族
は
殆
ど
無
い
し
、
子
供
の
数
も
少
な
い
。
こ
う
し
て
、
一
九
六
三
年
法
実
施
以
降
、
家
族
崩
壊
を
予
防
す
る
事
業
の
量
は
、
飛
躍
的
に
増
加
し
、
一
九
七
〇
年
に
は
四
万
六
〇
〇
〇
人
の
児
童
が
措
置
さ
れ
、
二
二
万
人
が
自
宅
で
監
督
指
導
を
受
け
た
。
依
然
、
夫
婦
関
係
の
問
題
、
家
計
の
問
題
、
親
子
関
係
の
問
題
が
主
た
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
児
童
部
の
救
済
能
力
を
超
え
る
多
く
の
慢
性
的
貧
困
が
存
在
麺
・
こ
の
金
銭
的
援
助
の
拡
大
は
・
少
な
く
と
も
、
一
九
七
五
年
ま
で
急
速
に
拡
大
し
て
い
っ
た
が
、
こ
れ
以
降
は
経
済
的
削
減
の
た
め
頭
打
ち
と
な
り
、
根
本
的
な
問
題
が
未
解
決
の
ま
ま
、
自
由
裁
量
へ
の
権
限
は
軽
減
さ
れ
て
き
て
い
る
。
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
計
画
は
画
期
的
な
貧
困
対
策
の
確
立
を
目
指
し
た
が
、
早
く
も
一
九
五
〇
年
代
に
は
動
揺
を
見
せ
始
め
、
六
〇
年
代
に
お
け
る
「
貧
困
の
再
発
見
」
は
、
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
体
制
が
有
効
に
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
に
か
け
て
、
朝
鮮
戦
争
に
よ
る
軍
事
費
増
、
国
際
収
支
の
悪
化
、
ポ
ン
ド
危
機
、
低
成
長
と
い
う
危
機
的
状
況
を
呈
す
る
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
長
期
停
滞
傾
向
の
中
で
、
貧
困
は
解
消
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
蓄
積
さ
れ
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
体
制
の
前
提
で
あ
る
完
全
雇
用
政
策
は
、
そ
の
実
施
が
進
め
ら
れ
る
ほ
ど
に
、
貧
富
の
格
差
を
一
層
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
エ
イ
ベ
ル
.
ス
ミ
ス
と
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
の
研
究
で
は
、
老
人
の
貧
困
問
題
と
並
ん
で
、
児
童
貧
困
の
深
刻
さ
が
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
低
賃
金
世
帯
の
児
童
の
貧
困
問
題
で
あ
っ
た
。
一
九
六
三
年
法
は
児
童
と
家
庭
を
と
り
ま
く
根
深
い
貧
困
問
題
へ
の
複
合
的
な
措
置
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
貧
困
の
度
合
い
が
深
く
な
り
、
貧
困
者
数
が
増
加
し
、
そ
れ
に
低
賃
金
労
働
者
、
失
業
者
、
疾
病
者
、
老
人
、
児
童
、
未
亡
人
な
ど
各
階
層
に
広
が
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
問
題
家
族
」
が
抱
え
る
諸
問
題
を
把
握
す
る
上
で
、
小
松
源
助
教
授
の
紹
介
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
の
民
間
団
体
F
a
m
ily
S
e
r
v
ice
U
n
its
Q
実
践
活
動
報
告
(F
a
m
ily
S
er
v
ic
e
U
n
its
A
n
n
u
a
l
R
e
p
o
rt
,
19
6
1-
6
2
,
p
p
.
5
-
1
0
)
と
そ
れ
に
対
す
る
教
授
の
コ
メ
ン
ト
(小
松
、
仲
村
、
根
本
、
畠
山
編
『
多
問
題
家
族
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
有
斐
閣
)
を
掲
げ
て
お
く
。
『
以
下
は
、
一
八
か
月
に
わ
た
っ
て
継
続
し
、
そ
の
間
に
家
族
と
は
剛
五
六
日
接
触
し
、
そ
し
て
他
の
機
関
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
゜
ワ
i
カ
ー
と
八
〇
回
以
上
の
接
触
し
た
実
践
活
動
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
「要
約
記
録
」
と
考
察
の
抜
粋
で
あ
る
。
「
二
年
前
、
メ
ア
リ
i
(ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
)
が
プ
ラ
ン
家
を
訪
問
し
た
時
、
家
族
は
共
同
住
宅
の
三
部
屋
で
、
二
人
の
娘
と
五
人
の
息
子
た
ち
と
生
活
し
て
い
た
。
メ
ア
リ
ー
が
招
き
入
れ
ら
れ
た
部
屋
は
、
不
潔
で
く
す
ぶ
り
、
壁
紙
が
は
ぎ
と
ら
れ
、
炉
は
こ
わ
さ
れ
て
い
た
。
床
板
の
割
れ
目
に
は
じ
ゃ
が
芋
の
皮
や
そ
の
ご
み
が
tn¢Iめ
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
し
て
ぼ
ろ
切
れ
や
汚
れ
た
衣
類
が
部
屋
の
隅
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
た
。
一
方
の
壁
に
そ
っ
て
使
い
こ
わ
さ
れ
た
ピ
ア
ノ
が
置
か
れ
て
お
り
、
も
う
一
方
の
壁
に
そ
っ
て
ガ
タ
ガ
タ
に
な
っ
た
食
器
棚
が
不
安
定
に
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
陰
気
な
部
屋
乏
は
対
照
的
に
、
円
筒
形
に
な
っ
た
銘
柄
の
新
し
い
リ
英
圜
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
.
ワ
ー
ク
の
施
策
と
問
題
点
一
〇
九
佛
敏
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
四
號
一
一
〇
ノ
リ
ウ
ム
が
隅
に
立
て
か
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
プ
ラ
ン
夫
人
が
新
し
い
住
宅
へ
変
っ
た
ら
敷
こ
う
と
夢
に
描
い
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
住
宅
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
=
二
年
た
っ
た
現
在
に
な
っ
て
も
そ
の
夢
は
か
な
え
ら
れ
な
い
で
い
た
。
「私
は
ひ
つ
ぎ
の
中
に
入
れ
る
だ
け
で
す
」
と
、
彼
女
は
メ
ア
リ
ー
に
語
っ
た
。
こ
の
部
屋
で
プ
ラ
ン
夫
人
は
赤
ん
坊
と
寝
て
い
た
。
寝
台
も
敷
布
団
も
な
か
っ
た
。
二
人
と
も
床
の
上
に
毛
布
と
敷
布
を
敷
き
、
そ
し
て
何
着
も
の
古
い
オ
ー
バ
ー
コ
ー
ト
を
ひ
っ
か
け
て
寝
て
い
た
。
プ
ラ
ン
氏
は
こ
の
よ
う
な
状
態
に
つ
い
て
ど
う
し
よ
う
と
も
て
い
る
の
か
を
メ
ア
リ
ー
が
確
か
あ
た
と
こ
ろ
、
夫
は
よ
そ
の
町
で
傷
害
を
受
け
て
入
院
し
て
い
る
が
、
家
に
お
っ
て
も
遊
び
ま
わ
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
ン
夫
人
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
夫
は
食
費
と
そ
の
他
当
面
必
要
な
費
用
に
つ
い
て
は
少
し
も
関
心
を
も
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
ン
夫
人
は
夫
を
激
し
く
非
難
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
数
週
間
の
間
に
、
そ
の
他
の
問
題
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
家
の
作
り
は
悲
惨
な
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
、
雨
も
り
が
し
て
壁
の
塗
料
が
く
ず
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
借
金
が
た
ま
っ
て
い
た
。
子
ど
も
た
ち
は
学
校
へ
行
く
こ
と
を
嫌
が
り
、
そ
し
て
プ
ラ
ン
夫
人
は
劣
悪
な
居
住
条
件
か
ら
く
る
皮
膚
疾
患
を
わ
ず
ら
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
治
療
を
続
け
て
い
な
か
っ
た
。」
こ
こ
で
提
起
さ
れ
た
当
初
の
問
題
は
、
ほ
っ
た
ら
か
し
に
さ
れ
て
い
る
住
宅
の
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
外
に
も
父
親
の
傷
害
、
母
親
の
慢
性
疾
患
、
夫
婦
問
題
、
子
ど
も
た
ち
の
出
席
不
良
と
い
っ
た
多
く
の
問
題
が
あ
っ
た
。
F
S
U
に
送
致
さ
れ
て
く
る
家
族
に
は
・
一
般
に
、
こ
の
場
合
の
よ
う
に
重
視
し
た
問
題
が
示
さ
れ
て
い
る
。
病
気
は
共
通
し
て
み
ら
れ
、
そ
し
て
多
く
の
場
合
、
親
は
精
神
疾
患
、
情
緒
的
障
害
、
仕
事
や
家
事
に
関
す
る
技
能
の
欠
如
な
ど
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
も
っ
て
い
る
。
プ
ラ
ン
家
は
家
族
と
し
て
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
家
族
が
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
状
況
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
プ
ラ
ン
氏
は
正
規
に
働
い
て
お
り
、
そ
し
て
プ
ラ
ン
夫
人
も
言
う
よ
う
に
、
家
族
が
現
に
必
要
と
し
て
い
る
金
を
十
分
に
与
え
て
い
た
。
彼
が
そ
う
で
き
た
の
は
、
多
少
熟
練
を
必
要
と
す
る
職
場
で
よ
い
工
員
と
し
て
勤
め
、
し
か
も
長
時
間
の
残
業
を
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
に
は
休
息
時
間
が
全
く
な
か
っ
た
し
、
む
だ
使
い
す
る
余
地
が
全
く
な
か
っ
た
。
多
く
の
労
働
者
は
、
こ
の
規
模
の
家
族
を
養
っ
て
い
け
る
だ
け
の
給
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。
F
S
U
が
援
助
し
て
い
る
成
人
男
子
の
大
多
数
は
、
不
熟
練
労
働
者
で
あ
り
、
そ
し
て
家
族
の
多
く
は
四
人
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
子
ど
も
を
か
か
え
て
い
る
た
め
、
父
親
が
正
規
に
働
い
て
い
て
も
、
家
族
全
体
の
収
入
は
国
家
扶
助
局
が
定
め
て
い
る
必
要
額
を
超
え
な
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
貧
困
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
場
合
、
仕
事
を
続
け
、
十
分
に
や
り
く
り
し
て
い
く
た
め
に
は
親
の
側
に
も
の
す
ご
い
強
さ
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
状
況
は
、
よ
く
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
「豊
か
な
」
社
会
に
お
い
て
は
、
不
熟
練
労
働
者
に
と
く
に
厳
し
く
の
し
か
か
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
は
、
貧
困
は
災
難
と
い
う
よ
り
も
本
人
の
欠
陥
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
経
済
的
困
難
は
不
適
切
な
住
宅
に
よ
っ
て
悪
化
さ
せ
ら
れ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
一
定
の
住
宅
を
き
れ
い
に
保
つ
た
め
に
は
非
常
に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
時
間
を
費
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
湯
、
風
呂
、
空
間
が
全
く
な
い
場
合
、
数
人
の
子
ど
も
を
抱
え
た
家
族
の
世
話
を
す
る
こ
と
は
、
母
親
の
力
を
弱
め
て
、
身
体
的
な
故
障
を
引
き
お
こ
し
、
情
緒
的
に
疲
れ
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
戦
い
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
F
S
U
に
送
致
さ
れ
て
く
る
多
く
の
ケ
ー
ス
は
、
親
が
も
は
や
奪
闘
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
あ
に
、
崩
壊
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
父
親
は
働
く
こ
と
を
止
め
て
し
ま
い
、
母
親
は
世
話
を
し
た
り
、
や
り
く
り
し
た
り
す
る
こ
と
を
止
め
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
不
満
、
辛
ら
つ
、
非
難
が
出
現
し
、
そ
し
て
家
族
の
生
活
や
夫
婦
の
幸
福
を
破
た
ん
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
妻
は
夫
に
腹
を
立
て
、
夫
は
家
に
帰
ら
ず
に
外
で
過
ご
し
、
だ
ん
だ
ん
仕
事
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
あ
き
ら
め
の
気
持
が
強
ま
っ
て
く
る
。
夫
婦
と
も
無
気
力
に
な
り
、
自
分
た
ち
に
は
将
来
が
な
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
「
問
題
家
族
」
が
作
り
出
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
英
国
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
ク
の
施
策
と
問
題
点
一
一
一
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
四
號
=
二
こ
の
パ
タ
ー
ン
の
い
く
つ
か
を
プ
ラ
ン
家
に
も
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
プ
ラ
ン
夫
人
は
、
も
は
や
改
善
に
向
っ
て
努
力
し
よ
う
と
せ
ず
、
絶
望
的
に
な
り
、
苦
し
み
か
ら
逃
れ
る
に
は
死
ぬ
だ
け
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
な
お
残
存
し
て
い
る
い
く
ら
か
の
希
望
が
あ
る
。
最
悪
の
事
態
に
お
い
て
さ
え
も
、
何
か
よ
り
よ
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
望
み
が
ひ
ら
め
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
大
事
に
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
親
の
愛
情
で
あ
っ
た
り
、
親
が
子
ど
も
た
ち
に
抱
く
念
願
で
あ
っ
た
り
、
親
た
ち
が
維
持
し
よ
う
と
す
る
水
準
で
あ
っ
た
り
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
援
助
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
、
ま
ず
何
よ
り
も
、
対
応
し
て
い
く
人
び
と
に
対
す
る
理
解
と
同
情
が
不
可
欠
で
あ
る
。
「
メ
ア
リ
ー
は
、
ま
ず
最
初
に
、
母
親
と
赤
ん
坊
が
よ
く
寝
ら
れ
る
よ
う
に
条
件
を
整
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
ベ
ッ
ド
、
マ
ッ
ト
レ
ス
、
シ
ー
ツ
、
毛
布
な
ど
を
用
意
し
た
。
家
族
に
新
し
い
住
宅
を
与
え
ら
れ
な
い
か
問
い
合
せ
て
み
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
見
込
み
が
全
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
メ
ア
リ
ー
は
病
院
を
訪
問
し
、
プ
ラ
ン
氏
と
現
状
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
彼
は
か
な
り
協
力
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
プ
ラ
ン
夫
人
が
耳
打
ち
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
彼
は
何
で
も
直
ぐ
同
意
す
る
が
、
全
く
実
行
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
が
家
に
帰
っ
た
時
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
、
父
親
と
し
て
家
族
が
直
面
し
て
い
る
事
柄
に
つ
い
て
も
っ
と
責
任
の
あ
る
役
割
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
感
じ
と
ら
せ
る
よ
う
に
も
っ
て
い
っ
た
。
彼
は
妻
を
毛
嫌
い
す
る
よ
う
な
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た
が
、
た
だ
友
人
と
い
っ
し
ょ
に
い
る
こ
と
を
好
ん
だ
し
、
酒
を
飲
む
こ
と
が
好
き
で
あ
っ
た
。
徐
々
に
、
プ
ラ
ン
夫
人
は
誰
か
が
自
分
に
味
方
し
て
い
る
と
感
じ
始
め
、
そ
し
て
現
在
、
い
か
に
困
難
で
あ
ろ
う
と
、
い
く
分
か
で
も
家
の
な
か
で
努
力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
プ
ラ
ン
夫
人
は
、
衣
類
の
洗
濯
を
い
つ
も
十
分
に
丁
寧
に
し
た
り
、
身
な
り
を
清
潔
に
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
を
か
わ
い
が
り
、
世
話
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
メ
ア
リ
ー
は
、
現
状
の
な
か
で
も
希
望
が
も
て
る
側
面
が
あ
る
こ
と
を
力
説
し
、
そ
し
て
プ
ラ
ン
夫
人
の
た
め
に
よ
り
よ
い
便
宜
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
可
能
な
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
す
る
約
束
を
し
た
。
プ
ラ
ン
夫
人
は
、
自
分
の
気
持
を
ほ
と
ん
ど
表
現
し
た
こ
と
が
な
い
無
口
な
人
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
時
『
私
は
あ
な
た
の
よ
う
な
人
た
ち
が
い
る
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
、
で
き
る
こ
と
だ
っ
た
ら
、
も
っ
と
早
く
に
あ
な
た
の
援
助
を
受
け
た
か
っ
た
』
と
話
す
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
。
そ
の
頃
、
プ
ラ
ン
夫
人
は
妊
娠
し
た
が
、
同
時
に
不
安
と
抑
う
つ
を
示
す
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
彼
女
が
確
実
に
試
み
て
き
た
努
力
を
維
持
し
て
い
け
る
か
、
そ
れ
と
も
駄
目
に
し
て
し
ま
う
か
の
瀬
戸
際
に
お
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
メ
ア
リ
ー
は
、
い
よ
い
よ
新
し
い
住
宅
へ
変
る
以
外
に
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
感
じ
た
。
メ
ア
リ
ー
は
、
す
で
に
自
立
更
生
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
家
族
に
住
宅
提
供
を
は
か
る
特
別
委
員
会
に
働
き
か
け
、
そ
こ
の
リ
ス
ト
に
登
録
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。
事
態
が
差
し
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
再
度
力
説
し
た
と
こ
ろ
、
間
も
な
く
住
宅
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
メ
ア
リ
ー
は
、
プ
ラ
ン
氏
が
こ
の
新
し
い
事
態
の
成
り
行
き
に
関
心
を
も
つ
よ
う
励
ま
し
、
そ
し
て
新
し
い
住
宅
へ
移
る
こ
と
に
伴
う
問
題
を
話
し
合
っ
た
。
最
初
、
プ
ラ
ン
夫
人
は
全
く
う
ろ
た
え
、
新
し
い
責
任
を
果
せ
る
か
に
つ
い
て
か
な
り
心
配
し
た
。
彼
女
は
、
自
分
が
六
部
屋
を
き
り
ま
わ
せ
る
な
ど
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
メ
ア
リ
ー
は
プ
ラ
ン
夫
入
が
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
処
し
て
い
け
る
よ
う
援
助
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
家
族
も
だ
ん
だ
ん
に
落
ち
着
い
て
き
た
。」メ
ア
リ
ー
は
、
プ
ラ
ン
夫
婦
に
対
し
て
家
族
の
物
的
条
件
を
改
善
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
が
、
こ
れ
は
両
人
の
協
力
を
通
し
て
な
さ
れ
た
。
メ
ア
リ
ー
は
、
夫
妻
の
両
方
に
接
触
し
、
夫
妻
間
の
反
目
を
強
固
に
し
て
し
ま
う
の
で
な
く
、
家
族
全
体
の
た
め
に
夫
妻
を
親
密
に
結
び
つ
け
て
い
く
よ
う
に
試
み
た
。
妻
が
家
事
・
育
児
を
十
分
で
き
な
い
の
は
夫
の
責
任
で
あ
る
と
主
張
し
た
り
、
熱
心
の
余
英
国
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
ク
の
施
策
と
問
題
点
一
=
二
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
四
號
=
四
り
現
状
の
な
か
で
妻
の
能
力
を
こ
え
る
清
潔
さ
の
水
準
を
維
持
す
る
よ
う
圧
力
を
か
け
て
妻
の
絶
望
的
な
気
持
を
強
め
さ
せ
た
り
し
て
、
夫
婦
間
の
割
れ
目
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
の
方
が
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
た
や
す
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
メ
ア
リ
ー
は
、
そ
う
で
は
な
く
て
、
夫
妻
を
親
と
し
て
受
け
入
れ
た
り
、
夫
妻
が
責
任
を
十
分
に
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
み
て
い
る
と
伝
え
た
り
し
て
、
誰
か
が
味
方
に
な
っ
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
気
持
を
夫
妻
が
抱
け
る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
例
で
、
ワ
ー
カ
ー
に
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ネ
ー
ム
を
、
親
に
は
「プ
ラ
ン
夫
人
・
プ
ラ
ン
氏
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
F
S
U
に
お
い
て
は
慣
例
に
な
っ
て
い
る
。
ワ
ー
カ
ー
た
ち
は
、
自
分
た
ち
が
援
助
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
者
よ
り
も
知
識
を
た
く
さ
ん
持
ち
、
能
力
が
あ
り
、
権
力
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
せ
る
よ
う
に
な
る
の
を
避
け
、
そ
し
て
援
助
し
よ
う
と
い
う
気
持
を
も
っ
て
臨
ん
で
い
る
こ
と
、
家
庭
と
家
族
に
対
し
責
任
を
と
れ
る
成
人
と
し
て
親
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
端
的
に
表
そ
う
と
望
ん
で
き
て
い
る
。
メ
ア
リ
ー
は
、
劣
悪
な
住
宅
条
件
が
家
族
に
と
?
て
耐
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
重
荷
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
、
地
方
自
治
体
部
局
ど
協
力
し
て
新
し
い
住
宅
へ
移
れ
る
よ
う
手
は
ず
を
整
え
、
新
し
く
出
発
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
家
族
福
祉
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
で
あ
ろ
う
と
も
、
メ
ア
リ
ー
の
カ
だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
F
S
U
は
決
し
て
単
独
で
や
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
事
業
は
、
違
っ
た
や
り
方
で
家
族
を
援
助
で
き
る
他
の
人
び
と
や
サ
ー
ビ
ス
の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
他
の
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
や
地
方
当
局
部
局
に
お
け
る
同
僚
た
ち
と
だ
け
で
な
く
、
医
師
、
教
師
、
牧
師
、
と
き
に
は
近
隣
の
人
び
と
と
緊
密
に
協
働
す
る
。
崩
壊
の
危
険
に
ひ
ん
し
て
い
た
り
、
根
深
く
長
期
に
わ
た
る
問
題
で
不
利
な
条
件
を
背
負
わ
さ
れ
た
り
し
て
い
る
家
族
は
、
必
要
と
す
る
援
助
の
す
べ
て
を
ひ
と
り
の
ワ
ー
カ
ー
か
ら
だ
け
で
得
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。
彼
ら
が
問
題
を
克
服
し
て
い
く
の
に
親
密
な
対
人
関
係
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
彼
ら
は
友
人
か
ら
励
ま
さ
れ
た
り
、
地
域
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
か
ら
持
続
的
支
持
を
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
「
家
族
が
古
い
住
宅
か
ら
持
参
で
き
そ
う
な
家
具
類
を
ほ
と
ん
ど
持
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
新
し
い
住
宅
の
家
具
を
そ
ろ
え
る
の
に
特
別
委
員
会
と
F
S
U
支
部
は
で
き
る
だ
け
の
援
助
を
し
た
。
プ
ラ
ン
夫
人
は
妊
娠
の
間
と
て
も
心
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
し
か
し
移
転
し
て
か
ら
五
か
月
目
に
出
産
を
無
事
す
ま
す
こ
と
が
で
き
た
。
メ
ア
リ
ー
は
、
プ
ラ
ン
夫
人
が
以
前
に
は
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
歯
の
治
療
を
徹
底
的
に
す
る
よ
う
連
れ
て
い
っ
た
り
し
た
が
、
そ
の
た
あ
プ
ラ
ン
夫
人
の
健
康
は
よ
く
な
り
出
し
た
。
劣
悪
な
居
住
条
件
に
よ
る
皮
膚
疾
患
も
全
く
直
っ
て
し
ま
っ
た
。
彼
女
の
家
事
や
育
児
の
や
り
方
も
良
好
に
な
り
、
そ
し
て
学
校
へ
の
出
席
問
題
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
プ
ラ
ン
氏
は
、
余
分
な
出
費
を
ま
か
な
え
る
よ
う
に
妻
に
渡
す
家
事
費
を
増
額
し
た
し
、
以
前
よ
り
も
ず
っ
と
多
く
家
に
い
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
た
め
酒
を
飲
む
こ
と
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
プ
ラ
ン
夫
人
が
夫
を
絶
え
ず
非
難
す
る
こ
と
は
止
ん
で
し
ま
い
、
夫
婦
関
係
も
ず
っ
と
よ
く
な
っ
て
き
た
。
現
在
、
プ
ラ
ン
家
に
は
ま
だ
問
題
、
困
難
、
不
安
定
が
存
続
し
て
い
る
が
、
し
か
し
も
は
や
崩
壊
し
て
し
ま
い
そ
う
な
家
族
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
希
望
の
あ
る
家
庭
で
あ
り
、
未
来
あ
る
家
族
な
の
で
あ
る
。」
メ
ア
リ
ー
は
多
種
類
の
問
題
に
取
り
組
み
、
多
く
の
異
な
っ
た
や
り
方
で
援
助
し
た
。
メ
ア
リ
ー
は
保
健
、
住
宅
、
清
潔
、
増
大
し
て
い
た
夫
婦
の
不
和
に
、
ま
た
日
ご
と
に
生
じ
る
そ
の
他
の
事
態
に
対
処
し
た
。
メ
ア
リ
ー
は
、
あ
る
事
態
に
は
じ
か
に
取
り
組
ん
だ
が
、
あ
る
問
題
は
家
族
生
活
の
他
の
側
面
に
改
善
が
み
ら
れ
る
に
つ
れ
て
消
失
し
て
し
ま
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
出
席
問
題
も
心
配
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
家
庭
が
改
善
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
プ
ラ
ン
氏
は
家
で
時
間
を
多
く
過
ご
す
よ
う
に
な
り
、
妻
と
の
関
係
も
よ
く
な
P
て
き
た
。
ワ
ー
カ
ー
は
実
際
に
即
し
て
援
助
を
与
え
、
寝
具
類
や
家
具
類
を
用
意
し
て
や
っ
た
り
、
プ
ラ
ン
夫
人
が
必
要
な
医
学
的
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
援
助
し
た
り
し
た
。』
英
国
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
ク
の
施
策
と
問
題
点
一
一
五
佛
敏
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
四
號
=
六
W
地
方
自
治
体
機
構
の
集
権
化
と
そ
の
問
題
点
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
P
S
S
が
形
成
さ
れ
て
く
る
中
で
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
動
向
局
面
は
、
地
方
自
治
体
機
構
の
集
権
化
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
地
方
自
治
体
機
構
全
般
に
わ
た
る
再
編
、
と
り
わ
け
一
九
七
二
年
の
ベ
イ
ン
ズ
報
告
(B
a
in
s
R
e
p
o
rt)
を
受
け
て
民
間
企
業
で
開
発
さ
れ
た
コ
ー
ポ
リ
ッ
ト
・
マ
ネ
i
-/
メ
/
ト
(C
o
rp
o
ra
te
M
a
n
a
-
g
em
en
t)
が
地
方
自
治
体
に
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
結
果
が
注
目
さ
れ
る
。
即
ち
、
コ
ー
ポ
リ
ッ
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
導
入
に
よ
っ
て
、
能
率
性
や
効
率
性
の
基
準
に
基
づ
い
て
、
地
方
自
治
体
の
行
政
活
動
と
財
政
支
出
が
見
直
さ
れ
、
自
治
体
機
構
全
体
の
シ
ス
テ
ム
化
及
び
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
化
が
発
展
し
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
議
員
や
自
治
体
労
働
者
の
日
常
の
権
限
が
剥
奪
　お
　
さ
れ
、
集
権
化
、
官
僚
化
が
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
方
自
治
体
改
革
の
傾
向
の
中
で
、
統
合
化
さ
れ
た
S
S
D
に
は
以
下
の
よ
う
な
矛
盾
が
表
面
化
し
て
き
て
い
た
。
即
ち
、
シ
ー
ボ
ー
ム
改
革
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
ク
に
根
強
い
専
門
主
義
な
い
し
職
能
主
義
が
一
層
強
ま
っ
て
い
た
が
、
自
治
体
機
構
の
集
権
化
に
よ
る
福
祉
業
務
の
ル
ー
テ
ィ
ン
化
が
こ
れ
ら
の
専
門
性
へ
の
要
求
と
対
立
し
、
矛
盾
を
深
化
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
、
福
祉
労
働
者
の
間
に
、
一
種
の
無
力
感
が
広
が
っ
て
い
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
業
務
量
の
増
大
と
と
も
に
自
治
体
機
構
全
体
に
わ
た
る
集
権
化
、
官
僚
化
の
プ
ロ
セ
ス
と
関
わ
っ
て
生
じ
て
い
た
。
従
っ
て
、
福
祉
現
場
で
の
、
こ
れ
ら
の
矛
盾
や
無
力
感
を
克
服
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
は
対
象
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
改
善
と
自
ら
の
労
働
諸
条
件
　い
　
改
善
を
統
一
的
に
捉
え
、
労
働
組
合
運
動
の
中
で
こ
れ
を
要
求
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
七
〇
年
代
後
半
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
の
労
働
組
合
運
動
の
発
展
、
特
に
エ
リ
ア
・
チ
ー
ム
に
お
け
る
チ
ー
ム
・
リ
ー
ダ
ー
以
下
の
末
端
の
現
業
ワ
ー
カ
ー
の
間
に
み
ら
れ
る
組
織
化
は
そ
の
こ
と
の
証
左
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
脈
絡
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
期
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
の
専
門
主
義
の
志
向
が
問
題
化
し
て
く
る
の
は
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
が
普
遍
主
義
的
に
制
度
化
さ
れ
た
た
め
.で
は
な
く
、
彼
ら
が
働
い
て
い
る
地
方
自
治
体
機
構
の
集
権
化
・
官
僚
化
が
前
述
の
問
題
状
況
を
作
り
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
自
治
体
機
構
の
集
権
化
、
官
僚
化
の
中
で
、
近
年
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
労
働
組
合
の
発
展
が
み
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
業
務
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
業
務
量
の
増
大
、
貸
金
や
労
働
諸
条
件
の
悪
化
、
職
員
の
首
切
り
、
合
理
化
、
レ
イ
ト
・
キ
ャ
ッ
ピ
ン
グ
等
々
に
反
対
し
て
い
く
気
運
が
盛
り
上
っ
て
い
る
。
先
に
も
触
れ
た
通
り
、
そ
こ
で
は
労
働
諸
条
件
の
改
善
と
サ
ー
ビ
ス
改
善
を
統
一
的
に
捉
え
、
労
働
組
合
運
動
と
し
て
闘
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
動
向
に
注
目
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
V
お
わ
り
に
イ
ギ
リ
ス
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
ク
は
、
シ
ー
ボ
ー
ム
改
革
を
経
て
S
S
D
が
各
地
方
自
治
体
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
活
動
を
一
層
強
化
し
て
き
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
制
度
的
に
統
合
化
さ
れ
て
い
っ
た
反
面
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
ク
そ
の
も
の
は
混
沌
と
し
た
状
況
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
諸
制
度
の
改
変
に
よ
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
ク
の
機
能
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
の
業
務
内
容
が
改
め
て
問
い
直
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
答
え
と
し
て
、
一
九
七
七
年
に
B
A
S
W
か
ら
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
ク
の
課
業
』
、
八
二
年
に
『
バ
ー
ク
レ
イ
報
告
』
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
報
告
書
に
対
す
る
評
価
を
め
ぐ
っ
て
は
、
今
な
お
議
論
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
約
三
〇
〇
万
人
と
い
う
空
前
の
失
業
者
が
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
現
状
で
、
貧
困
者
の
増
加
、
非
行
、
犯
罪
の
悪
化
、
家
族
崩
壊
、
麻
薬
・
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
者
等
々
の
増
大
に
よ
っ
て
、
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
英
国
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
ク
の
施
策
と
問
題
点
一
一
七
佛
敏
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
四
號
一
一
八
ス
の
必
要
性
が
一
層
切
実
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
約
二
〇
万
人
の
公
的
職
員
が
福
祉
に
従
事
し
て
お
り
、
S
S
D
は
強
大
な
潜
在
力
を
も
つ
組
織
体
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
政
治
的
影
響
力
の
受
け
方
に
よ
っ
て
は
、
統
制
の
手
段
と
も
解
放
の
手
段
と
も
な
り
う
る
福
祉
が
ど
ち
ら
の
方
向
を
辿
る
の
か
、
こ
う
し
た
厳
し
い
問
い
か
け
が
今
な
さ
れ
て
い
る
。
と
同
時
に
、
こ
の
こ
と
は
福
祉
労
働
者
が
主
体
性
を
獲
得
す
る
機
会
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
修
羅
場
の
よ
う
な
福
祉
現
場
の
中
で
、
社
会
経
済
情
勢
の
把
握
に
立
っ
た
積
極
的
な
活
動
、
運
動
が
望
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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